
MS50 3Dスキャン方法とデータ出力について 



① 新規ジョブの作成 

内部メモリーかSDカードを選択します。 

SDカードがTSへ挿入されていなければ、
選択することは出来ません。 

また、ジョブの作成はUSBメモリーでは
行えない為、挿入していても選択すること
はできません。 

任意のジョブ名を入力します。 

【 F1 】で登録します。 

☆ 既存ジョブを使用（選択）する場合 



② 器械設置 

用途に応じた器械設置方法から選択下さい。 



トラバース（多角）点の作成 

MS50を使用した複数器械点によるスキャニングではターゲットは使用せず、 

一般的な器械点移動（器械点 – 後視点）で行います。 

これがMultiStationです！（TSとスキャナーが統合されたセンサー） 
 

事前にTSやGNSSで器械設置点があれば、その測点を使用します。 

USBメモリースティックやSDカード経由でSIMA座標ファイルなど読込可能です！ 

現場で器械点を測定する場合は、MS50を使用して測定可能です。 

もしも、対回で器械点を測定する場合には、オプション「放射対回プログラム」が 

必要となります。高速で自動対回測定することも可能です。 

※ 公共測量作業規程の対回パターン搭載で、APA出力にも対応しております。 
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③-1 3Dスキャニング – スキャン定義 

スキャン名称は任意の名称で構いませんが、 

複数器械点によるスキャンを行う場合、別々の名称として下さい！ 

方法は、以下より選択下さい。 

 

・矩形エリア（左上と右下の2点指定） 
・多角エリア（3点以上の指定） 
・マニュアル 

・フルドームスキャンエリア 

今回は多角エリアでご説明します。 

スキャンの方法を選択して【F1】次へを押すと、カメラが起動します。 

スキャンするエリアを囲むようにエリアを指定します。方法は以下の2種類です！ 

 

・ 望遠鏡を向けて【F1】追加で進む 

 

・    を押して、ペンタッチでエリアを設定 

 

 

エリアの設定が完了しましたら、【F4】計算を押します。 

続いて設定スキャンエリアのパノラマ写真を撮影します。 

複数枚撮影の場合は、撮影後統合され1枚のパノラマ写真となります。 

※ スキャン（点群）データへ写真の色（RGB）を付加する為です。 



密度の定義方法： 
“角度”と“距離”がありますが、通常は“距離”を使用します。 

エリアまでの距離： 
スキャンするエリアの中心までの距離です。 

エリアの中で【F2】測距を押せば、測定距離が入力されます。 

EDMはプリズムモードでも自動的にノンプリモードで測定されます。 

横方向密度：、縦方向密度： 
エリアまでの距離：で設定された距離における密度の設定です。 

横及び縦の密度を入力すると、測点数：が変動します。 

 

概ね、現況スキャンでは0.100mm(10cm)と言われてますが、距離及び測点数により設定して下さい。 

スキャン密度を編集（設定）します。 

スキャン速度を設定します。 

スキャンエリアによりスキャン速度を設定します。 

ポイント数はしっかりと測定できた場合の数値で、測定範囲は最良の条件におけ
る距離となります。 

 

画面上にはスキャン完了までの測定時間が表示されます。 

スキャン距離フィルターを設定します。 

距離フィルターを使用すると、設定された距離の間のエリアをスキャンします。 

 

例えば法面をスキャンするが、間に道路が有り、車などが通行するが、スキャンが 

不要な場合に有効です。 

 

最短・最長距離は手入力も可能ですが、測距による入力も可能です。 

スキャン詳細設定 

スキャン詳細設定は必要に応じて設定して下さい。 

初期状態で問題ありません。 



③-2 3Dスキャニング – スキャンスタート 

【F1】スタートでスキャンを開始します。 

スキャンが完了しましたら、 

【F4】表示を押して、スキャン結果を確認しましょう！ 

スキャンビューワーが起動します。 

拡大縮小は10キーでも可能です。 

    ボタンで【F2】に設定が表示されます。 

表示背景色、点群色を設定することができます。 

点群の表示サイズの切り替え（大 / 小） 

上下左右サイドのビュアー切替 

ペンドラッグによる回転 

ペンドラッグによる拡大縮小 

RGB 表示 強度 表示 

ツールバーの切り替え 



スキャニング＆写真データを再度表示確認するには？ 

複数器械点でスキャニングを行った場合には、 

複数のスキャンデータが表示されます。 

 

同じスキャン名称を使用すると、自動的に名称末尾にフラグが立ちます。 

スキャンビューアーで表示させるデータに合わせて、【F4】使用を押してから、【F2】表示を押します。 

 写真（画像）データの表示 

 スキャンデータの表示 



【 Data Output 】Leica infinity 

 ジョブをSDカードに格納した場合 

 ジョブをNova MS50 内蔵メモリーに格納した場合 

SDカード内のジョブフォルダー『DBX』から直接インポートします。 

ジョブフォルダー［DBX］をSDカード or USBメモリースティックへコピーする必要があります。 

転送先：をSDカード or USBより選択します。 



Leica infinityを起動して、 

［ファイル］-［新規プロジェクト］でプロジェクトを作成します。 

新規プロジェクトが起動しますので、［インポート］を押します。 

［DBX］フォルダーが格納されたSDカード or USBメモリードライブ 

Leica infinityへのインポートファイルは、 

SmartWorx DBXのファイルです。 

LandXMLファイルではありませんので、ご注意下さい。 

インポートファイルを指定したら、 

［インポート］を押します。 

以上でインポート完了です。 

単位を確認 & 変更 
任意のプロジェクト名を入力 

プロジェクト名の入力が終わりましたら、［作成］を押します。 

注 意 



Leica infinityから他社3D-CAD用ファイルのエクスポート 

出力するプロジェクトを起動して、［エクスポート］を押します。 

ファイル名を入力 

初期は起動しているプロジェクト名 
エクスポートするファイル名称と種類
を選択して［エクスポート］ 



【 Data Output 】Leica Cyclone 

 XMLファイルの出力 

ジョブを内蔵メモリー or SDカードのいずれかに格納したかに関係なく、XMLファイルをジョブフォルダー
『DBX』へ出力する必要があります。 

注 意 

ディレクトリ：は“同じジョブ（DBX）”に指定！ 

“同じジョブ（DBX）”に指定すると、 

出力先は現在設定されているジョブの格納先に
なります。 

【F2】設定 

（出力）TPSスキャン情報に☑ 

（LandXML）Hexagon 拡張XMLに☑ 

 ジョブの格納先を内蔵メモリーにしている場合 

上記の流れで内蔵メモリー内のジョブフォルダーへXML出力した後、 

前ページ infinity の『ジョブをNova MS50 内蔵メモリーに格納した場合』の処理を行い、 

SDカード or USBメモリースティックへジョブフォルダー［DBX］をコピーします。 

Cycloneでは、上記ジョブフォルダー［DBX］内のXMLファイルを読み込みます。 


